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流
通
経
大
の
学
生
が
５
月
５
日
、
横
浜
・

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
小
学
生
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会｢

Ｊ
Ａ
全
農
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

で
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
体
験
し
た
。
高
橋
尚
子

さ
ん
北
沢
豪
さ
ん
ら
ゲ
ス
ト
の
ア
テ
ン
ド


場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
会
場
設
営
写
真
撮
影


選
手
の
案
内
や
水
分
補
給
の
補
助
、
ボ
ー
ル

パ
ー
ソ
ン
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
で
汗

を
流
し
た
。
社
会
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

学
生
た
ち
が
振
り
返
っ
た
。

６
ゼ
ミ

人
が
一
体
感

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
各
学
部
の
ゼ
ミ

活
動
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
学
生
も
多
く


慣
れ
な
い
仲
間
同
士
の
一
体
感
を
一
気
に
養

う
の
が
５
月
の
連
休
期
間
に
行
わ
れ
る
日
刊

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
主
催
の
「
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
へ
の
参
加
だ
。
今
回
は
１
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
、
共
創
社
会
学
部
地
域
人
間
科
学

科
か
ら

人
と
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
か
ら

人

が
参
加
し
た
。
当
日
朝
、｢
日
刊
ス
ポ
ー
ツ｣

の
責
任
者
か
ら
の
「
参
加
す
る
小
学
生
か
ら

見
れ
ば
、
『
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
』
の
社
員
も
流

経
大
の
み
な
さ
ん
も
同
じ
。
責
任
を
も
っ
て

役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
事
前
説

明
に
顔
が
引
き
締
ま
る
学
生
た
ち
。
最
も
緊

張
し
た
の
は
ゲ
ス
ト
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
ア
テ

ン
ド
役
だ
。
慣
れ
な
い
「
イ
ン
カ
ム
」
か
ら

聞
こ
え
る
指
示
通
り
に
、
金
メ
ダ
リ
ス
ト
や

著
名
な
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
を
滞
り
な
く

会
場
内
の
指
定
さ
れ
た
場
所
に
移
動
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
参
加
す
る
小
学
生

へ
の
「
給
水
」
も
、
健
康
に
か
か
わ
る
大
事

な
仕
事
。
冷
た
い
水
を
競
技
終
了
に
合
わ
せ

て
準
備
す
る
裏
方
中
の
裏
方
仕
事
だ
が
｢

お

い
し
い
」｢

あ
り
が
と
う｣

と
い
う
子
供
た
ち

の
声
が
学
生
た
ち
の
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た


会
場
の
原
状
復
帰
作
業

そ
し
て
学
生
た
ち
に
２
日
間
の
意
味
が
し

み
込
ん
だ
の
は
最
後
の
最
後
、
大
会
中
に
出

た
ゴ
ミ
の
仕
分
け
と
搬
出
だ
ろ
う
。
遠
く
で

華
や
か
な
閉
会
式
と
表
彰
式
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
響
く
中
、
参
加
学
生
全
員
で
生
ゴ
ミ
な
ど

を
仕
分
け
て
、
ゴ
ミ
集
積
所
へ
の
運
搬
を
繰

り
返
す
。
一
刻
も
早
く
整
理
し
て
、
明
日
か

ら
の
利
用
の
た
め
に
会
場
を
「
原
状
復
帰
」

す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
一
番
大
事
で
誰
か
が

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
だ
っ
た
。
午

後
６
時
前
、
す
で
に
騒
が
し
さ
も
や
ん
だ
ス

タ
ジ
ア
ム
の
ゴ
ミ
集
積
所
で
、
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
「
終
わ
っ
た
あ

」
と
い
う
学
生
の

声
が
飛
び
出
し
た
。

２
日
に
わ
た
っ
て
新
た
な
仕
事
を
自
分
で

見
つ
け
、
役
割
を
果
た
し
、
汗
を
か
き
、
笑

い
あ
っ
た
学
生
た
ち
。｢

チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク｣

を
裏
か
ら
支
え
る
こ
と
が
、
流
通
経
済
大
の

「
新
た
な
伝
統
」
と
し
て
育
ち
つ
つ
あ
る
。

【
龍
崎
孝
＝
共
創
社
会
学
部
教
授
】

ブースに着いた途端に真剣な表
情となった。世界で活躍したプ
ロ選手が、スイッチを切り替え
る瞬間を見ることもできた。
閉会式が終わった後、取材に

対し「サッカーが今も好きだ」
と言っていた。その言葉を聞い
て私もこの先どんな形であれ
大好きなサッカーに関わってい
きたいと、あらためて思った。
幼稚園時代にサッカーを始め

た私は、いつも競技する側にい
た。今回２日間の活動を通じ、
イベント運営の大変さを知ると
同時に、子供たちの笑顔や、ゲ
ストの方からの「ありがとう」
という声を聞くと、自分もイベ
ントを支えているのだという気
持ちになれた。
子供たちが無邪気にはしゃぐ

姿を見て、自分がスポーツ少年
だった頃を思い出し、そんなイ
ベントに参加できたこともうれ
しかった。

の打ち合わせで、北沢さんの担
当に立候補した。
出場する子供やファンに対し

ても北沢さんは気さくに対応
していた｢こんにちは｣や｢北沢
さんだ｣と声をかけられると

｢おうがんばれよ｣と返
答し観客から求めら
れたサインにも快く
応じていたそんな
対応が素晴らしく思
え人間性と実力を
兼ね備えているから
こそ人気があるの
だと感じた
ファンからシャツ

にサインを求められたときに
は北沢さんら各ゲストがサイ
ンを書きやすいよう私が裾を
持ってサポートしたサインを
もらった子供が喜ぶ顔を見る
と彼らの夢に関われたような
気がしてうれしくなった

笑顔だった北沢さんも、放送

体験記 関野紘夢(３年)

緊張感が最高潮になったス
タジアムのロビーで待機してい
ると控室からサッカー元日本
代表の北沢豪さんが出てきた
５月５日のチビリンピッ
クで私は北沢さんの
アテンド役を担った

「初めまして、本日
担当させていただきま
す、流通経済大学の関
野と申します。よろし
くお願いいたします」
「そんなに緊張しなく
ていいよ～。よろしく
ね」
緊張しながらあいさつする私

に、北沢さんは笑顔で返してく
れた。ホッとした。
北沢さんは私が生まれる前年

の2002年（平）に現役を引退
しており、実際にプレーを見た
ことはない。だが、私と同様に
サッカーをしていた父にとって
は憧れの人だという。前日４日

龍崎ゼミ池田歩駒形仁美坂本淳哉
関口萌々子、林田和季、矢部帆挙、力石
朝日、土谷絢菜、淵上萌、小松慧太青
井恵里菜、浅井望来岡野凜奈狩野光
輝河野皓成小玉凌柳谷咲、星野恭吾
【小林ゼミ】岡田千夏、古野春李、伊藤
柊翔、斎藤優、西村舜祐
【西機ゼミ】小林瑞稀、高橋優吾、寺門
聖響
【大平ゼミ】高木絃
【宗宮ゼミ】関野紘夢、瀧本琴楽
【松田ゼミ】野村俊介、浅井柚

２
日
間
の
運
営
体
験

◆
流
通
経
済
大
学

１
９
６
５
年(

昭
)

開
学
。
現
在
は
５
学
部
９
学
科
５
大
学
院
研

究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
。
学
生
数
は
約
５

０
０
０
人
。
４
万
人
を
超
え
る
卒
業
生
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
界
は
も
と
よ
り
、
公
務
員
、
教
員

な
ど
多
方
面
で
活
躍
。
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
も
輩
出
し
て
い
る
。
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
掲
げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
な
ど
の
課
題
解
決
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

年
か
ら
日
刊
ス
ポ
ー

ツ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
実
施
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
講
座
な
ど
を
開
設
し
て
い
る
。
新
松
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
は
千
葉
県
松
戸
市
新
松
戸
３
の

２
の
１
、
龍
ケ
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
は
茨
城
県
龍

ケ
崎
市
１
２
０
。
片
山
直
登
学
長
。
運
営
は

日
通
学
園
。
系
列
校
に
付
属
柏
高
（
生
徒
数

約
１
１
５
０
人
）
と
昨
年
４
月
に
開
校
し
た

付
属
柏
中
が
あ
り
、
６
年
間
の
中
高
一
貫
教

育
を
掲
げ
て
い
る
。

言を受けたという。
今回の体験について、淵上さ

んは「友達と話したり、大学で
プレゼンテーションをするとき
でも、語尾が上がらないよう注
意すれば、もっと聞きやすく、
私の話に耳を傾けてもらえると
思いました。また、文章では一
番伝えたい事をはっきりさせる
ことも考えていきたいです」と
話していた。
１日の活動を通じて、大会前

日から多くの人々が準備をして
いるからこそ、本番を迎えられ
るのだと実感した。大会は選手
だけでなく、それを裏で支える
人がいて成り立つ。支える役の
重要性を理解でき、いい経験に
なった。
私の所属ゼミナールは、地域

の方との交流を深めるためにス
ポーツイベントの企画運営を行
っている。効率的に仕事をする
ため役割分担を明確にするな
ど、今回の経験を今後に生かし
ていきたい。

一生懸命ボールを追う姿を見
てこうして全力で打ち込む体
験はきっと先々に役立つだろ
うと思った私も今回の体験が
将来に役立つような気がして
一層頑張ろうと思った

淵上萌さん(３年)はサ
ッカー会場でアナウン
スを体験したプロの
松本浩之アナウンサー
に指導を受けながら
試合の案内や結果熱
中症への注意を促すア
ナウンスもしていた

聞いている私は「う
まいなあ」と思ってい

たのだが、淵上さんには語尾が
上がる癖があり、松本アナから
「語尾を下げるよう心掛けると
いい」とアドバイスされたそう
だ。そのほかにも「もっとも伝
えたいことを強調して読む｣｢背
後のスタンドにいるお客さんに
も聞きやすいように」などの助

入賞者への景品を詰め合わせる
などの活動をした。チビリンピ
ック当日は参加できなかった
が、子供たちが最高のパフォー
マンスを発揮するための準備に
関われてうれしかった。景品を
詰める作業は大変だった
が、子供たちの笑顔を
想像しながら頑張っ
た。

準備活動の合間に
は隣接する日産フィ
ールド小机に移動し
この日唯一行われてい
たサッカー大会を補助
した私が担ったのは
外に飛び出たボールを拾い選
手たちに返すボールパーソン
素早く返さなければ試合が円滑
に進まないので気を抜けずボ
ールが飛んでくると全速力で走
って取りに行った
空き時間には試合を見てい

た小学生が勝利優勝のために

体験記 小林瑞稀(３年)

大会前日に仕事があるのだろ
うか？ 大会前日の５月４日、
そんな思いを抱きながら、会場
の日産スタジアムに向かった。
しかし、夕方まで仕事はひっき
りなしにあった。
最初に行ったのは大会ポスタ

ーをパネルにはめ込む作業。ポ
スターを差し込む人、パネルを
持つ人といった役割を振り分け
て分ほどで完成できた。
昼前には、関係者のために弁

当や飲み物を振り分け、食後の
ゴミ収集も担当した。弁当を振
り分ける際に、弁当が足りない
と大変なので何度も弁当を数え
直した。ゴミ収集も市の収集方
法に倣い、丁寧に分別をするこ
とを心がけた。
午後は翌日の本番に向けて、

午前に組み立てたパネルなど備
品を運んだり、出場する子供た
ちが競技前後に給水したりする
ための給水所を準備。さらには

大変な景品詰め子供たちの笑顔想像しながら頑張った

多くの人々が準備しているからこそ本番を迎えられる

北沢豪さんアテンド役緊張和らげてくれた笑顔にホッ

彼らの夢に関われたような気がした

横浜･日産スタジアム
小学生のスポーツ大会

昼食の弁当を振
り分ける小林

北沢さんのアテン
ドを担当した関野

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
上
で
カ
メ
ラ
実
習

マ
ス
コ
ッ
ト｢

タ
ム
ち
ゃ
ん｣

と
観
客
へ
手
を
振
る

参
加
者
に
声
を
か
け
な
が
ら
水
分
補
給
を
促
す

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
補
助
す
る

２
度
目
の
参
加
で
余
裕
の
４
年
生

仕
事
の
合
間
に
笑
顔
で
ピ
ー
ス

来
場
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
準
備

サ
ッ
カ
ー
準
備
の
た
め
ゴ
ー
ル
を
運
ぶ

新たな仕事を自分で見つけ役割を果たし 汗をかき笑いあった学生たち ｢新たな伝統｣として育ちつつある龍崎教授
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